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 「アンテナ・伝播研究専門委員会からのお知らせ」第 14 号をお届けします。 

 今回は、３月８日（木）- ９日（金）に台湾において開催された３月の AP 研の開催報告と、今

年８月 20 日（月）- 24 日（金）に新潟の朱鷺メッセで開催予定の 2007 年アンテナ伝播国際シンポ

ジウム（ISAP2007）の論文投稿状況、および来年に開催予定の 2008 年アンテナ伝播国際シンポジ

ウム（ISAP2008）の概要についてお知らせします。 

 

【1】３月 AP 研の開催報告 

 ３月の AP 研は、台湾の元智大学(Yuan Ze Univ.)において、３月８日（木）- ９日（金）に開催

されました。AP 研の海外開催は、1997 年５月 21 日（水）- 22 日（木）にタイ国バンコク市にある

King Mongkut's Inst. of Tech. (KMITL)において開催した 1997 年タイ・日合同アンテナ伝播シン

ポジウム(The 1997 Thailand-Japan Joint Symp. on AP：TJSAP'97)と、2000 年３月 16 日（木）- 17

日（金）に中国西安市の唐城賓館において西安電子科技大学の協力を得て開催した 2000 年 中日合

同アンテナ伝播シンポジウム(2000 China-Japan Joint Symp. on AP：CJSAP2000)に続いて３回目

となります。 

 今回の AP 研は、AP 研と台湾の URSI Meeting との合同会議（併催）の形で開催し、台湾の元智大

学および亜東技術学院（Oriental Inst. of Tech.）との共催、IEEE AP-S Taipei Chap.、IEEE AP-S 

Japan Chap.、URSI of Taiwan の後援のもとに開催しました。また、2008 年 10 月に ISAP2008 が台

北で開催される予定（本お知らせの【3】を参照）であることから、現地の下見および準備状況確

認も兼ねて開催しました。 

 今回の合同会議全体の出席者は 152 人（日本：32 人、台湾：120 人）であり、AP 研関連論文 32

件（うち、招待講演２件）と URSI Meeting 関連論文 90 件（うち、招待講演１件）の合計 122 件の

論文の発表がありました。AP 研は、千葉大学の伊藤公一先生の招待講演に始まり、２日間にわたっ

て熱心な質疑、討論が行われました。また、１日目の最後に、亜東技術学院の Prof. Dua-Chyrh Chang

の招待講演に続いて、懇親会も盛大に行われ、日本と台湾の交流を図ることができました。 

 今回の AP 研は、通信ソサイエティの常設研専自由裁量活性化資金を受けて開催したものです。

電子情報通信学会第一種研究会活動を海外で行うことにより、相手国の研究者および技術者との交

流を図ったことに加えて、信学会の海外セクションの活動の活性化を図ることができたことも今回

得られた成果のひとつとして上げられます。 

  

【2】ISAP2007 論文投稿状況 

 今年８月 20 日（月）- 24 日（金）に新潟の朱鷺メッセで開催予定の 2007 年アンテナ伝播国際シ

ンポジウム（ISAP2007）の論文投稿を３月 12 日に締め切りました。諸般の事情により当初の３月

１日の締切を延長し、投稿者の皆様にはご迷惑をおかけいたしましたが、締切延長の効果もあって



か、投稿数は 400 件を大きく超え、ISAP2000（484 件）に次ぐ２番目の投稿数となった模様です。 

 論文投稿状況の詳細については、論文採録決定後に ISAP2007 論文委員会から正式に発表されま

すが、約 30 ヶ国の国・地域からの論文投稿があり、外国からの論文投稿も全体の投稿数の半分を

超えていると思われます。現在、多くの査読委員のご協力により査読が進行中です。このお知らせ

が掲載される４月 AP 研の時点では、論文の採否通知が届いている状況にあると考えています。 

 ISAP2007 実行委員会として次に期待するのは、会議参加者数が ISAP2000 の 601 人あるいは

ISAP2004 の 557 人に匹敵する数となることです。皆様の会議参加を心よりお待ちしております。参

加登録については、URL（http://www.isap07.org/）をご覧下さい。 

 

【3】ISAP2008 開催予定 

 2006 年 11 月の ISAP2006（シンガポール）のときに開催された ISAP-ISC（ISAP-International 

Steering Committee）において、ISAP2008 を台湾で開催することが決定されています。今回の３月

AP 研の際に、ISAP-ISC の主要メンバが集まって議論した結果、ISAP2008 は 2008 年 10 月に台湾の

台北市にある台北国際会議センターにおいて開催することになりました。詳細および最新情報につ

いては、URL（http://www.isap08.org/）をご覧下さい。 

 

【4】AP 研副委員長の戯言 

 3 月の台湾での AP 研のために、3 月の「戯言」はお休みにしました。何人かの方から、「英語版

の「戯言」を披露できるチャンスだったのに残念！」とコメントを頂きました。実に残念！ではあ

りましたが、英語版「戯言」については、次の筆者（次の AP 研副委員長？）にお任せしたいと考

えております。台湾での AP 研も好評のうちに終了しました。次回の海外開催は、タイでしょうか、

香港でしょうか。 

 さて、今年の桜の開花は早く、各地から開花の便りが届いています。４月１日現在、ここ福井で

も、桜が咲き始めています。昨年４月のお知らせ N0.4 にも書きましたが、足羽川沿いの桜並木は、

日本の桜 100 選にも選ばれており、一見の価値があります。この「戯言」が届く頃には、桜の時期

を過ぎていますが、ご覧頂けない方のために、今回は写真をお送りします。美味しい酒と美味しい

肴を準備して、お楽しみ下さい。 

 

   
＜福井・足羽川沿いの桜並木＞ 
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